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4
同
八
十
「
現
見
東
方
証
法
衰
微
教
多
隠
没
ノ
北
方
証
法
猶
増
盛
故
。
」
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
上
座
す
な
わ
ち
執
勝
は
当
時
、
年
老
い
て
東
方
地
域
を
教
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
セ
イ
ロ
ン
等
の
伝
で
は
、
説
転
部
と
説
経
部
を
区
別
す
る
。
こ
れ
は
東
晉
に
訳
さ
れ
た
舎
利
弗
問
経
と
同
じ
で
あ
る
。
異
部
宗
輪
論
お
よ
び
三
論
玄
義
は
異
名
と
解
す
る
。
舎
利
弗
問
経
は
、
経
量
、
飲
光
は
上
座
よ
り
出
た
と
し
、
異
部
宗
輪
論
と
は
異
っ
て
い
る
が
、
南
海
寄
帰
内
伝
が
上
座
を
三
つ
に
分
け
、
有
部
が
四
つ
に
分
け
て
い
る
説
に
近
い
。
今
は
か
り
に
記
述
し
将
来
の
考
証
を
期
待
す
る
。
N
鋤
m
a
r
�
p
a
s
a
m
帥
s
a
の
心
心
所
相
応
論
の
考
察
　
勝
木
太
一
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
は
、
ケ
ー
マ
尊
師
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
俗
に
巴
利
九
註
と
い
わ
れ
る
も
の
の
一
書
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
ど
う
も
二
系
統
の
写
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
書
の
成
立
年
代
は
'
内
容
か
み
て
'
A
b
h
id
a
n
m
a
tth
sa
n
g
a
h
a
ti1
近
い
こ
と
か
ら
A
n
u
r
a
d
a
と
同
時
代
か
、
そ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
、
お
よ
そ
5
～
6
世
紀
初
め
頃
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
書
の
有
す
意
義
は
89
心
の
分
類
定
義
と
、
心
作
用
に
よ
る
分
類
を
詳
細
に
定
義
し
て
い
る
点
で
、
名
色
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
言
語
に
よ
る
内
含
や
同
義
異
音
に
つ
い
て
も
詳
し
く
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
八
註
に
は
見
出
し
が
た
い
も
の
で
注
目
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
2
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
は
前
半
部
分
で
89
心
の
分
類
を
①
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
・
出
世
間
界
②
色
等
起
・
威
儀
路
③
無
因
・
一
因
・
二
因
・
三
因
④
善
心
・
不
善
心
・
異
熟
心
・
唯
作
心
⑤
転
向
・
見
・
触
・
領
受
・
推
度
・
確
定
・
二
住
立
・
三
住
立
・
四
住
立
・
五
住
立
・
結
生
・
被
所
縁
・
笑
・
有
分
・
死
の
よ
う
に
様
々
な
角
度
か
ら
け
ん
と
う
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
r�
si
(
=
k
h
a
n
d
h
a
)
に
よ
る
分
類
は
、
他
書
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
特
に
心
所
と
の
相
応
を
明
確
に
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
々
所
相
応
?d
r
A
b
h
id
h
a
m
�
v
a
t�
r
a
L
も
か
な
り
詳
細
に
の
べ
て
い
る
が
'
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
は
い
わ
ば
、
r
�
s
i
に
よ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
の
あ
と
に
「
語
を
決
定
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
④
純
粋
語
@
区
分
さ
れ
る
も
の
⑳
区
分
さ
れ
ぬ
も
の
。
と
分
け
て
、
本
質
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
パ
ー
リ
の
教
理
で
は
52
心
所
以
上
を
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
Q
心
所
の
の
べ
方
は
、
〉
び
幹
や
V
ism
.
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
心
の
作
用
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
成
立
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
認
識
論
的
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
と
い
う
態
度
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
は
心
心
所
相
応
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
の
成
立
の
形
態
の
様
相
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点
は
「
法
」
の
論
理
性
の
立
場
を
考
え
る
も
の
で
な
く
、
認
識
主
体
の
そ
の
作
用
を
な
さ
し
め
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
や
は
り
⇔
鋤
B
p
は
受
想
行
識
と
同
義
で
あ
る
か
ぎ
り
、
色
と
の
結
合
に
よ
っ
て
認
識
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
主
体
的
認
識
の
成
立
を
決
定
す
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
中
心
と
し
て
す
え
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
　
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
が
心
の
分
類
に
よ
っ
て
89
心
の
性
格
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
さ
ら
に
心
所
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
心
所
で
は
17
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(r
�
si)
Q
分
類
で
心
所
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
各
心
に
ど
の
心
所
が
相
応
し
て
い
る
か
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
"
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
教
え
ら
れ
た
56
心
所
と
略
さ
れ
た
心
所
4
心
所
の
60
心
所
が
、
89
心
の
う
ち
の
ど
の
「
心
」
に
相
応
し
、
そ
の
心
の
相
応
す
る
心
所
が
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
(r
a
si)
に
入
る
か
を
分
析
し
て
い
る
の
が
'
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
Q
心
心
所
論
の
テ
ー
マ
で
あ
る
(
注
l
)
°
こ
の
17
Q
r
�
si
tiJ
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
相
応
す
る
心
所
を
摂
し
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
一
例
と
し
て
「
喜
倶
智
相
応
無
行
」
(
注
二
)
心
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
表
に
ま
と
め
た
も
の
を
見
る
と
、
「喜
倶
智
相
応
無
行
」
心
に
相
応
す
る
心
所
が
、
30
法
で
あ
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
、
そ
の
30
法
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
し
て
重
復
を
明
確
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
区
分
さ
れ
る
も
の
「
心
よ
り
慧
」
の
12
は
重
復
を
数
え
て
38
で
、
「
区
分
さ
れ
ぬ
も
の
」
が
、
30
法
の
純
粋
語
の
残
り
の
B
で
あ
り
、
全
て
で
56
と
な
り
、
省
略
さ
れ
た
も
の
を
入
れ
る
と
60
心
所
と
な
る
。
さ
ら
に
「
不
定
で
略
さ
れ
た
も
の
」
を
加
え
る
と
65
心
所
と
な
る
。
こ
の
省
略
さ
れ
た
9
心
所
は
「
聖
典
」
に
省
略
さ
れ
た
も
の
で
、
法
集
論
に
は
見
い
だ
せ
な
い
も
5
の
1='あ
rLa°
A
tta
s�
lin
i
p
°
一
〇
。
に
「
仏
陀
は
心
の
支
分
と
し
て
50
以
上
の
法
を
示
し
、
ま
た
と
い
う
語
で
他
の
9
法
を
示
し
た
」
と
さ
れ
、
こ
れ
が
「
省
略
さ
れ
た
も
の
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
善
法
を
な
さ
ん
と
す
る
欲
・
勝
解
・
作
意
・
$
捨
N
'
V
ism
(
p
.4
6
3
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
一
諸
に
生
起
す
る
も
の
で
な
く
順
次
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
悲
以
下
の
不
定
5
心
所
に
つ
い
て
は
、
「
或
者
は
慈
も
捨
も
不
定
心
所
で
あ
る
と
主
張
す
る
」
　
1
V
ism
°
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
慈
ー1
無
瞋
、
捨
H
中
捨
と
し
て
し
り
ぞ
け
て
い
る
。
こ
の
慈
捨
の
不
定
心
所
と
す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
梵
住
の
分
類
よ
り
き
た
も
の
だ
ろ
う
が
無
畏
山
派
の
主
張
で
あ
ろ
う
。
「
捨
倶
智
相
応
無
行
」
に
つ
い
て
は
、
劣
喜
性
で
あ
る
の
で
、
「
純
粋
語
」
の
「
喜
」
に
か
え
て
「
捨
」
を
い
れ
て
い
る
。
中
捨
1
捨
と
い
う
教
理
よ
り
、
結
局
は
29
法
と
な
る
。
法
集
論
(
や
図
c。
)
で
は
28
心
所
が
説
か
れ
、
省
略
さ
れ
た
も
の
の
心
所
を
加
え
37
心
所
だ
か
、
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
の
「
五
触
集
の
心
」
が
欠
失
し
て
い
る
。
不
善
心
(注
三
)
に
つ
い
て
も
、
善
心
の
場
合
と
同
様
に
表
と
し
て
あ
ら
わ
し
て
み
た
。
「
純
粋
語
」
16
法
の
う
ち
「
区
分
さ
れ
る
も
の
」
9
法
が
重
復
し
て
25
法
で
「
区
分
さ
れ
ぬ
も
の
」
7
法
と
合
せ
て
32
法
と
な
る
。
「
喜
倶
悪
見
相
応
有
行
」
に
つ
い
て
は
二
住
の
見
が
欠
失
し
、
「
喜
倶
悪
見
不
相
応
無
行
」
(注
四
)
に
対
し
て
は
邪
見
も
の
ぞ
い
た
も
の
が
相
応
す
る
。
ジ
ョ
ウ
コ
実
は
不
善
心
に
は
「
省
略
さ
れ
た
心
所
」
と
し
て
「
欲
・
勝
解
・
掉
挙
・
作
意
・
嫉
妬
・
慳
・
慢
コ
ン
ジ
ン
.
僭
沈
.
眠
.
悔
」
の
10
心
所
が
4fli1え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
五
不
善
有
行
心
」
に
は
「
欲
・
勝
解
.
掉
挙
.
作
意
.
悟
沈
・
眠
」
が
、
「無
行
心
」
に
は
僭
沈
・
眠
以
外
の
4
つ
が
生
起
し
、
「
貪
倶
心
」
に
は
慢
が
、
「
優
倶
」
に
は
さ
ら
に
嫉
妬
・
慳
・
悔
が
、
「
掉
挙
倶
」
に
は
勝
解
作
意
が
生
起
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
省
略
さ
れ
た
心
所
」
は
法
集
論
に
は
み
ら
れ
ず
、
≦
。日
〉
#
器
弩
ぼ
罰
に
は
「
欲
.
勝
解
・
掉
挙
・
作
意
」
が
み
い
だ
せ
る
が
不
定
心
所
と
し
て
の
慢
・
嫉
妬
・
慳
・
悔
・
僭
沈
.
眠
は
未
だ
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
6
心
所
が
加
え
ら
れ
た
の
は
明
確
で
な
い
が
九
註
時
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
特
色
の
み
を
の
べ
る
。
他
に
、
「
異
熟
心
」
の
相
応
心
所
と
し
て
の
「
作
意
」
は
法
集
論
に
み
ら
れ
ず
、
≦
ω白
以
後
に
加
、兄
ら
れ
て
お
り
'
AJ
Q
V
ism
°
に
は
「
作
意
」
が
明
確
に
別
立
さ
れ
て
い
る
が
Z
go
日
霞
o
℃
p
-
sa
m
�
sa
で
は
心
に
相
応
す
る
心
所
10
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
「
純
粋
語
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
作
意
と
心
を
混
同
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
意
界
」
N
は
V
ism
.
p
.
4
7
1
は
触
・
思
・
命
・
心
止
(
c
itta
tth
iti)
作
意
(
こ
れ
は
五
識
に
相
応
す
る
)
及
び
尋
.
伺
・
勝
解
の
8
法
と
「
喜
倶
」
で
は
喜
を
増
し
た
9
法
が
相
応
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
A
sl.
p
.
2
1
3
N
は
D
h
s.
p
.
9
1
S
触
・
受
・
想
・
心
・
尋
・
伺
・
捨
・
一
境
性
・
意
根
・
捨
根
・
命
根
に
勝
解
と
作
意
を
加
え
て
い
る
≦
吻
B
・
の
心
止
(
c
itta
t
th
iti)
は
心
一
境
性
と
同
じ
ょ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
心
、
心
所
相
応
論
の
系
統
は
ち
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
心
止
に
は
受
・
想
・
定
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
詳
細
に
分
類
さ
れ
た
心
と
、
そ
の
心
に
相
応
し
て
結
合
せ
る
心
所
と
の
関
係
を
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
し
た
も
の
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
は
「
心
の
分
類
」
「
心
心
所
相
応
論
」
に
つ
づ
き
「
色
論
」
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
構
成
の
上
で
、
い
か
に
11I
識
論
を
扱
う
か
と
い
う
一
つ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
・見
る
。
こ
こ
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
色
は
27
色
で
あ
り
、
そ
の
分
類
に
つ
い
N
は
S
a
c
c
a
sa
n
h
h
e
p
a
と
つ
う
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
色
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
S
a
c
6
a
sa
n
h
h
e
p
a
と
一
致
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
系
統
の
由
来
を
解
明
す
べ
き
も
の
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
こ
の
「
色
論
」
に
つ
い
て
は
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
Q
み
で
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ω
ρ
。
8
紹
口
げ
げ
。
℃
僧
及
び
R
�
p
�
r
�
p
a
v
ib
h
�
g
a
e
tc
.
と
と
も
に
解
明
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
さ
て
、
N
�
m
a
r
�
p
a
sa
m
�
sa
は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
単
独
の
も
の
と
し
て
は
、
「
心
」
に
ほ
と
ん
ど
の
も
の
を
さ
い
て
お
り
、
色
と
の
つ
な
が
り
は
付
説
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
色
と
心
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
す
る
に
は
、
他
の
畧
⊆
二
冨
と
の
関
係
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
九
註
を
は
じ
め
と
し
て
a
n
u
tik
e
を
一
連
の
哲
学
的
展
開
と
し
て
と
ら
、兄
て
、
そ
の
哲
学
的
構
成
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
全
ぼ
う
が
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
目
、
こ
こ
に
発
表
し
た
も
の
は
こ
の
研
究
の
一
端
と
し
て
の
も
の
で
、
以
後
、
仏
音
以
後
の
哲
学
展
開
を
把
握
す
る
作
業
を
つ
づ
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
、
参
考
と
し
て
左
記
の
表
を
あ
げ
て
お
く
。
(注
一
)
善
心
所
の
十
七
集
(
"fi
ih
"n
リ
ー
)
(
r
�
si)
ω
五
触
(
集
)
ー
触
・
受
・
想
・
思
・
心
②
五
禅
ー
尋
・
伺
・
喜
・
楽
・
心
[
境
性
③
八
根
ー
信
根
・
精
進
根
・
念
根
・
定
根
・
慧
根
・
意
根
・
喜
根
・
命
根
ω
五
道
ー
正
見
・
正
思
惟
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
⑤
七
力
-
信
力
・
精
進
力
・
念
力
・
定
力
・
慧
力
・
慚
力
・
愧
力
⑥
三
因
ー
無
貪
・
無
瞋
・
無
癡
ω
三
業
道
i
無
貪
欲
・
無
瞋
恚
・
正
見
⑧
二
世
間
護
ー
慚
・
愧
⑨
～
αの
六
つ
の
一
対
の
集
ー
(身
・
心
)
軽
安
・
軽
快
性
・
柔
軟
性
・
適
業
性
・
練
達
性
・
端
適
性
⑮
二
資
助
ー
念
・
正
知
⑯
止
観
-
寂
止
・
観
6
⑰
二
つ
の
精
進
と
寂
止
-
勤
励
(
策
励
)
・
不
散
乱
こ
こ
に
略
さ
れ
た
心
所
が
中
捨
・
勝
解
・
作
意
・
意
欲
の
四
心
所
で
、
こ
れ
を
加
え
て
60
心
所
と
な
る
。
(
注
二
)
〔
喜
倶
智
相
応
無
行
〕
〈
純
粋
語
〉
三
十
法
1
触
・
受
・
想
・
思
・
心
・
尋
・
伺
・
喜
・
心
一
境
性
・
信
精
進
・
念
・
慧
・
命
根
.
慚
・
愧
・
無
貪
・
無
瞋
・
身
軽
安
・
心
軽
安
・
身
軽
快
性
・
心
較
快
性
,
身
柔
軟
性
・
心
柔
軟
性
・
身
適
業
性
・
心
適
業
性
・
身
練
達
性
・
心
練
達
性
・
身
端
適
性
.
心
端
適
性
こ
の
30
法
は
ま
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
(r
a
s
a)
に
よ
っ
て
〈
区
分
さ
れ
る
も
の
〉
α
心
ー
心
(
五
触
)
・
意
根
(
八
根
)
②
尋
-
尋
(
五
禅
)
・
正
思
惟
(
五
道
)
③
信
-
信
根
(
八
根
)
・
信
力
(
七
力
)
④
慚
i
慚
力
(
七
力
)
・
慚
(
二
世
間
護
)
⑤
愧
ー
愧
力
(
七
力
)
・
愧
(
二
世
間
護
)
⑥
無
貪
ー
無
貪
(
三
因
)
・
無
貪
欲
(
三
業
道
)
⑦
無
瞋
-
無
瞋
(
三
因
)
・
無
瞋
恚
(
三
業
道
)
⑧
受
ー
受
(
五
触
)
・
楽
(
五
禅
)
・
喜
根
(
八
根
)
⑨
精
進
-
精
進
根
(
八
根
)、
正
精
進
(
五
道
)
・
勤
励
(
二
精
進
寂
止
)
・
精
進
力
(
七
力
)
⑩
念
-
念
根
(
八
根
)
・
正
念
(
五
道
)
・
念
力
(
七
力
)
・
念
(
二
資
助
)
⑪
定
-
一
境
性
(
五
禅
)
・
定
根
(
八
根
)
・
正
定
(
五
道
)
・
定
力
(
七
力
)
・
止
(
止
観
)
・
不
散
乱
(
二
精
進
寂
止
)
⑫
慧
ー
慧
根
(
八
根
)
・
正
見
(
五
道
)
・
慧
力
(
七
力
)
・
無
癡
(
三
因
)
・
正
見
(
三
業
道
)
・
正
智
(
二
資
助
)
・
観
(
止
観
)
・
決
定
で
略
さ
れ
た
も
の
-
勝
解
・
中
捨
・
作
意
・
欲
。
不
定
で
略
さ
れ
た
も
の
ー
悲
・
喜
・
正
語
・
正
命
・
正
業
(
注
三
)
不
善
心
所
の
九
集
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
)
ω
五
触
(集
)
ー
心
・
受
・
触
・
想
・
思
②
五
禅
-
尋
・
楽
・
心
一
境
性
・
伺
・
喜
③
五
根
ー
意
根
・
喜
根
・
精
進
根
・
定
根
・
命
根
ω
四
道
;
邪
思
惟
・
邪
見
・
邪
精
進
・
邪
定
⑤
四
カ
ー
無
慚
力
・
無
愧
力
.
精
進
力
.
定
力
⑥
二
因
⊥
貫
・
癡
⑦
二
業
道
i
邪
見
・
貪
欲
㈹
二
蘊
i
無
慚
・
無
愧
⑨
三
残
余
-
策
励
・
寂
止
・
不
散
乱
(
注
四
)
〔喜
倶
悪
見
相
応
無
行
〕
〈
純
粋
語
V
十
六
法
-
触
・
受
・
想
・
思
・
心
・
尋
・
伺
・
喜
・
心
一
境
性
.
精
進
根
・
命
根
・
邪
見
.
無
慚
・
無
愧
・
貪
・
癡
〈
区
分
さ
れ
る
も
の
〉
ω
心
ー
心
(
五
触
)
・
意
根
(
五
根
)
②
尋
ー
尋
(
五
禅
)
・
邪
思
惟
(
四
道
)
③
邪
見
ー
邪
見
(
四
道
)
・
邪
見
(
二
業
道
)
④
無
慚
ー
無
慚
力
(
四
力
Y
無
慚
(
二
蘊
)
⑤
無
愧
ー
無
愧
力
(
四
力
)
・
無
愧
(
二
蘊
)
⑥
貪
ー
貪
(
二
因
)
・
貪
欲
(
二
業
道
)
⑦
受
ー
受
(
五
触
)
・
楽
(
五
禅
)
・
喜
根
(
五
根
)
⑧
精
進
ー
精
進
根
(
五
根
)
・
邪
精
進
(
四
道
)
・
精
進
力
(
四
力
)
・
策
励
(
三
残
余
)
⑨
定
ー
心
一
境
性
(
五
禅
)
・
定
根
(
五
根
)
・
邪
定
(
四
道
)
・
定
力
(
四
力
)
,
寂
止
と
不
散
乱
(
三
残
余
)
説
一
切
有
部
の
一
問
題
点
桝
田
善
夫
阿
毘
達
磨
研
究
を
始
め
る
為
に
は
、
ま
ず
部
派
仏
教
史
を
明
確
す
る
作
業
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
説
一
切
有
部
の
歴
史
の
中
で
最
も
困
難
な
問
題
と
し
て
時
代
と
地
域
が
変
わ
れ
ば
思
想
が
変
化
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
時
間
と
空
間
の
変
化
を
考
慮
し
た
中
で
説
一
切
有
部
思
想
史
の
開
明
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
と
言
え
る
の
が
、
カ
ニ
シ
カ
王
統
治
下
の
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
説
一
切
有
部
の
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
学
派
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
の
教
学
の
相
違
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
学
派
の
教
学
に
お
け
る
相
違
は
、
後
世
の
世
親
(
V
a
su
b
a
n
d
h
u
4
0
0
～
螂
。
O
)
の
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
(
A
b
h
id
h
a
rm
a
-
k
o
s
b
h
�
sn
y
a
)
、
そ
れ
に
対
立
し
た
;
賢
(S
a
n
g
h
a
b
h
a
d
ra
～
心
U
O
～
)
の
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
と
